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蕩と診断した。 60CO3200 i術前照射後開腹手術を 感及び胸やけを主訴とし， X線透視で胃体部に 3cm
行った。腫癌は Treitz民靭帯より 15cm虹門側の 大の陰影欠損像を認め胃カメラにて半球状の腫癌を
空腸Kあり約小児手拳大で固く横行結腸と密l乙癒着 示しているが粘膜には変化なく，従って胃良性腫蕩
し周囲のリンパ腺腫脹も認められた。 就中筋腫あるいは副醇として本年5月胃切除術を施
そこでこれを横行結腸と共に合併切除した。腫、易 行した。
は肉眼的K不正形，表面組で硬く，内面に潰蕩がみ 切除標本では胃体部後壁胃角より柏、噴門側に 3.0
られ周囲組織と密に癒着していた。 x3.0 x1.5 cmの円形腫癌ありて胃内腔にむかい半
組織学的Kは筋線維様のものが認められ，細胞に 球状に膨隆している。組織学的には Langerhans
富み，分裂像も多くみられ平滑筋肉腫と診断され 氏島をもっ Heinlich1 ?裂の胃壁内副拝であった。 
7こ。患者は術後 6カ月で転移の拡大と癒着性イレウ 本症例は①肺結核で入院中発見され，②術前大
スのため再度腸吻合術を施行せるも効なく死の転帰 体の診断がついた，③胃カメラで撮影出来た，④胃
をとった。 体部にあった，⑤大きさ 3.0x3.0x1.5 cmと大きか
剖検所見lζては諸臓器への広範な腫蕩転移が認め った，⑥ Heinlichの工型であったことなどより稀
られた。 有な症例として報告した。 
1.左上腿部に発生したエオジン噌好性肉芽腫に 13.癌の糖代謝について
ついて 千大生化学真島吉也
千大一外香田真_， 0戸井道夫 生体における糖代謝産物の一つの αー グリセロ燐 
29才男子。 1961年8月9日左大腿骨々肉腫の疑 酸の酸化の研究で，正常肝細胞よりえたミトコンド
いで入院した。末梢血中エオジン噌好性白血球の増 リアではほとんどこれを酸化しないのに対し，ネヅ
多はなかった。試験切除切片の組織標本を作り本学 ミの腹水肝癌の AH130，AH 7974では，コハク酸
病理，岡林教授にみていただき，エオジン晴好性肉 酸化能の 40%もの酸化活性能がある事が，ネオト
芽腫と判明したので，大腿切断術を中止し，抗癌剤 ラゾリューム還元や，ワールブ、Jレグ検圧法でたしか
テスパミン計 195mg，X線深部治療腫蕩線量2800 められた。 しかし αG-Pは，癌細胞では，ほとん 
rを照射して 9月 28日退院した。 ど存在せず，解糖系よりは癌において出来ないとの
入院中も頭蓋骨，肋骨，骨盤等のX線検査は異常 報告があり，グリセロキネースによる生成もとく少
なく，退院後も 3カ月毎のX線検査，全身所見等か ない。われわれは，乙の αG-P酸化能は癌で高ま
ら再発の徴候なく， 1年を経過した現在全く健康で っているのK，存在量がとく少ないという事実を癌
ある。 の代謝の特異性を示すものと考え，更に脂肪代謝の
エオジン噌好性肉芽腫症は，本邦21例，内外共に 面より調べようとしている。 
約 200例を数えるが，比較的稀な症患で、ある。非脂
質性の代謝障害によって起り，組織球を基盤とした 14.最近当教室で経験した胸腺腫について
網内系疾患であるというのが通則のようであるが， 千大一外。野口照義，小倉孝道，
一方結核症との関連，外傷との関係も論じられてい 松山迫也
る。整形外科領域で問題になっているが，いずれに 近年縦隔腫療の報告例はいちじるしく増加の傾向
せよ解明されたる所少し今後の研究K待たれる所 にあるが，そのうち胸腺腫療はわずか 9%を占める
大である。 にすぎない。当教室で経験した胸腺腫症例について
報告する。症例は 56才の女子で数年来の全身倦怠
12.胃壁内副障の 1例 感があり，胸部レ線検査の結果，左肺野の陰影を指
千大一外。市川邦男，東郷七百城 摘され入院手術を受けた。入院後のレ線その他の検
胃壁内副拝についての報告は暫々みられるが今日 査では縦隔腫蕩の診断であり，術後の組織検査の結
なお比較的稀な疾患とされている。 果，良性の胸腺腫の診断が確定した。本症例は胸腺
私達は社会保険病院松績荘で肺結核で入院中の患 腫の合併症である重症筋無力症，再生不良性貧血も
者の胃壁内副拝の 1例を経験した。 なく，術前確定診断は困難であった。
患者は 20才男子で4年前から持続する胃部不快
